
身近な心理学に触れる

鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミー
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「心理学」を一言で言うと、人の心を解明する科学です。

私たちの行動や認知、知覚、性格、神経や脳などの生
理的な活動や子どもの精神の発達、さらには職場の
人間関係や恋愛、スポーツなどに及ぶまで、心理学は
人間の営み全てに深く幅広く関連しているといえるで
しょう。

本シリーズでは、「心理学」とはどのような学問なのか、
基礎と臨床の2つの面からアプローチします。

鳥取県民カレッジ連携講座

鳥取大学はSDGs(持続可能な開発目標)の達成
に向けてさまざまな取り組みを行っています

【問い合わせ先】
鳥取大学 地域価値創造研究教育機構(企画管理室)
住所/〒680-8550 鳥取市湖山町南4丁目101
TEL/0857-31-6777 FAX/0857-31-6708
E-MAIL/koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp

時間/10：30～12：00
会場/鳥取県立図書館 2階大研修室（鳥取市尚徳町101）

『「悲しむ」という営み
～人が人であり続けるということ～』

『生活の中の心理学』

講師：医学部保健学科 准教授 安藤泰至 講師：医学部臨床心理学専攻
教授 最上多美子

ライブ中継先
米子市、倉吉市、琴浦町、新温泉町
の各図書館

ライブ中継先
米子市、倉吉市、南部町、大山町
の各図書館

※琴浦町への配信はありませんのでご注意ください

シリーズ
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「喜びが多く、悲しみが少ない人生」は一見幸せに
思えますが、本当にそうなのでしょうか。

私たちは悲しいストーリーの小説や映画に、悲しみ
を誘う音楽に涙し、感動することの方が多いのでは
ないでしょうか。はたしてＡＩ（人工知能）は悲しむこと
ができるでしょうか。むしろ「悲しむ」という営みは、
人間にとって最も本質的で大切なことなのではない
でしょうか。みなさんと共に考えたいと思います。

心理学・臨床心理学には色々な面があ
り、私たちの生活に知らず知らずのうち
に影響をあたえています。

どうして私たちは特定の行動をしたり、
選択をするのでしょう？私たちが自分で
決めたと思っていることでも、色んな事
情によって決まっていることがあります。
その一面を考えてみたいと思います。
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